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NTT R&Dフォーラム2009 パネルディスカッション
未来を拓くICTダイナミズム　
～NGN時代に期待されるサービスとは？～

2009年2月19日～20日に開催されました，「NTT R&Dフォーラム2009」において，宇治則孝NTT代表取締役副社長が
パネリスト兼コーディネータを務めたパネルディスカッション「未来を拓くICTダイナミズム」が行われました．本
記事では，３名の著名なパネリストをお招きし，社会の成長に貢献するためのICTの進化の方向性やNTTへの期待と
いった論点に沿って進められた議論の模様を紹介します．

■パネリスト
い わ た しょういちろう

・アスクル株式会社 代表取締役社長兼CEO 岩田 彰一郎氏
せきぐち わ い ち

・株式会社 日本経済新聞社 産業部編集委員兼論説委員　関口 和一氏
の は ら さ わ こ

・株式会社 イプシ・マーケティング研究所 代表取締役社長　野原 佐和子氏

■パネリスト兼コーディネータ
う じ のりたか

・NTT 代表取締役副社長　宇治 則孝

は じ め に

宇治：本日は，「未来を拓くICTダイ

ナミズム ～NGN時代に期待される

サービスとは？～」と題しまして，ICT

分野における著名なパネリスト３名様

にお越しいただき，パネルディスカッ

ションを進めていきたいと思います（写

真１）．社会の成長に貢献するICTの

進化の方向性，あるいは，NTTへの

期待といった論点に沿って，最初に

私を含む４名のパネリストからのポジ

ショントークを行った後，ディスカッ

ションをするというスタイルで進めてま

いります．

岩田氏ポジショントーク

“アスクルからソロエルへ！　ICTを

活用し，間接材購買のデファクト

をつくることが次の成長戦略”

岩田：私からは，当社・アスクルの事

例を紹介しつつ，企業が現実にICTを

どのように活用して成長を目指してい

くのかということをお話しさせていただ

きたいと思います（写真２）．

アスクルにおいては，インターネット

での受注比率が年々増えており，2009

年１月現在，56％強で，金額にして

1 000億円を超える金額がネットでの

購買ということになっています．文房

写真１　宇治氏によるディスカッション進行 写真２　岩田氏によるポジショントーク
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具用品というのは定番的な商品でも，

需要は週単位で激変します．いかにそ

れを欠品せず，また，在庫過多になら

ないかというところを，単品ごとに物

流センター単位で需要を予測し，ICT

のネットワークでサプライヤーに提供す

ることで維持しています．まさに，ICT

に支えられている産業ということにな

ります．

このように，インターネットでの受

注とリアルな物流，これをどう組み合

わせていくかが重要でして，私たちの

場合，ICTと物流に対して，リニアな

投資をしていくことを戦略として推進

しました．

アスクルは，過去15年間成長を続

けてきましたが，さらに次世代の新た

なビジネスモデルへの変化と事業展開

を目指し，一般事務用品から間接材

全体にターゲットを広げ，その一括購

買システム「ソロエル」を，間接材購

買のデファクトとすべく精力的に取り

組んでいます（図１）．

ソロエルは，従来は企業が部門ごと

にバラバラに調達していた間接材の購

買すべてを電子化して，見える化をす

るサービスです．社内では，電子篩
ふるい

とも

呼んでおり，モノの購買の際にフィル

タをかけるものというイメージです．モ

ノの品質，価格に加えて，これから企

業が買うものというのは，CSR調達が

重要ということで，トレーサビリティ，

環境負荷などもフィルタとした購買

シーンを提供しようというものです．

このような購買シーンを見える化，

標準化，最適化し，最後は共同化と

いうことで，皆で共同して購買すれば

コストが下がるということをSaaSの仕

組みを取り入れて提供しております．

ここで重要なのは，このSaaSの仕組み

に，購買業務の代行・コンサルティン

グ，物流・請求の取りまとめなどさま

ざまな人間的なソフトウェアを含め付

加して提供していくということです．

会社の現場の人たちにとって，お仕

着せではなく，モノを選べることが大

事で，選べるからシステムを利用す

る．システムが利用されることで，見

える化も可能となり，それが実現でき

るサービスとなっています．ここでの

ねらいは，オープンでフェアなプラッ

トフォーム，次世代の社会インフラを

お客さまとか業者とかの関係ではなく，

皆で力を合わせて一緒に創造していく

ことで，当社の次の成長戦略と考えて

います．

“ITイノベーション産業の創造へ”

また，経済同友会で，昨年，「ITに

よる社会変革委員会」で委員長をや

らせていただきました．世界の規範と

なる経済先進成熟国として日本が果た

すべき役割は何かということを議論し

ました．効率性が高くて，環境負荷が

少なくて，誰にでもやさしい社会を実

現するために，ITをプラットフォーム

としたITイノベーション産業を展開し

ていくべきと考えました．

ITイノベーション産業とは，従来の

IT産業だけではなく，農業，林業，漁

業，鉱業，サービス業などあらゆる産

業がITのイノベーションによって生ま

れ変わる新たな産業です．まさに，今

日，R&Dフォーラムで，NTTが提案

されている新しいネットワークのサービ

スが，ここにあたるのではないのかと改

めて思いました．

NTTの持つインフラとナレッジは日

本の宝だと考えます．これを皆さんと

一緒に存分に活用して，日本がもう一

図１　間接材購買サービス「ソロエル」の解説（岩田氏）



回元気になる．そういうことをやって

いくべきと思っています．

関口氏ポジショントーク

“国際競争力強化に向け，新たな

ICT戦略が重要”

関口：私はジャーナリストの立場とし

て，この15，6年，情報通信の世界を

見てきております（写真３）．その立

場からNGNにどういうものが求められ

ているのかということを皆さんと一緒

に考えてみたいと思います．

最近のインターネット技術のトレン

ドとして，Web2.0に象徴されます，

ネットを媒介とした情報共有という流

れがあると思います．この上で，バー

チャルなコミュニティをつくり，商業

活動，知的創造活動が行われているわ

けです．2008年の米国のWebアクセ

スランキングでもこういったソーシャル

Web系のサービスが上位10位の中の

半分以上を占めるようになっています．

このような中で，日本の状況をみま

すと，e-Japan戦略以降，ICTのイン

フラ整備には邁進してきましたが，残

念ながらそれが十分に活用されていな

い状況があります．世界の競争力ラン

キングにおいて，日本は1990年代中

ごろまではトップだったのが，情報化

時代を迎えたこの15年の間にランクを

落としています．情報化の遅れが，日

本の競争力を低下させるといった側面

もあるのではないかと考えられるわけ

です．

そういった中で，日本の情報化の課

題の主なものを３つ挙げたいと思いま

す．１つはガラパゴス現象と呼ばれる

ものです．よく携帯電話の例が引き合

いに出されますが，他にもカーナビゲー

ションシステムなど

があります．カーナ

ビの場合，日本で

は高いものは30万

円くらいするわけで

すが，インドでは同

じ値段で車が買え

るわけです．非常

に高機能であるが

ゆえに，海外に対

して汎用性のない

ものをつくってしま

っているという現象です．

２つめは，個人情報保護アレル

ギーです．個人情報保護法は本来，情

報の流通を加速するためのものでしたが，

それに過剰に反応し，電子政府のよう

な行政，教育，医療といった分野で，

むしろ情報化を阻害する要因になってき

ているのではないかというものです．

３つめは著作権です．日本は著作権

過保護体質で，ネットワークを使って

不当なコピーが行われるのではないか

という恐れから，映像配信の分野でも

諸外国に比べて，歩みが遅いという点

があります．

一方，アメリカでは，今回，オバマ

政権がテクノロジー・イノベーション
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写真３　関口氏によるポジショントーク

図２　NGN時代に必要なICT戦略（関口氏）



特
集

NTT技術ジャーナル 2009.4 27

という戦略を掲げ，電子政府，医療，

教育といった分野を中心にICT化を加

速する方針を発表しています．ここで，

これまでの日米のICT戦略を比較して

みますと，実は，もともと日本が世界

をリードしていたわけです．中でも，

NTTが打ち立てたINS計画，あるいは

VI＆P構想という，まさに，今日のイ

ンターネットで実現されている世界を

すでに1980年代中ごろから1990年に

示していました．

それに反応したのが，当時のゴア上

院議員で，後のクリントン政権での

「情報スーパーハイウェイ構想」につな

がります．ブッシュ政権に移ってから

は，セキュリティ，国防重視となり，

あまり特筆すべきIT政策は出されませ

んでしたが，今回のオバマ民主党政権

で，もう一回，大きな情報政策が出て

くるものと思われます．そこに対して，

日本はきちっとした政策を打ち立てて

いく必要があると考えます．

“シームレスな情報アクセス環境の実

現を”

今後，何が大事かといいますと，

「Web2.0」の次のトレンドとして，

「Web3.0」というか，まさにNGNの

世界だと思いますが，仮想と現実の融

合，通信と放送の融合，ネットとモバ

イルの融合など，いろいろな意味でプ

ラットフォームの共通化，一体化が進

んでいくのではないかと考えます．この

中で，信頼性の高いネットワークとし

てのNGNを活用した，有料でパーソ

ナルなビジネスモデルが主戦場となり，

有望なマーケットになってくると思い

ます．

その意味で，NGN時代に何が必要

かということですが，１人ひとりに情

報が安全に届く環

境ということで，固

定，無線を含めた

シームレスな情報ア

クセス環境の実現

が重要と思います．

１人ひとりの個人

のエンパワーメン

ト，発想を多くの

人と共有化し，そ

れを経済の生産性

向上につなげていく

ような環境が求められると思います．

その意味ではNGNに対する期待，そ

して責務というのは非常に大きなもの

があるのではないかと思います（図２）．

野原氏ポジショントーク

“受動と能動，２つの世界の共存へ”

野原：私からは，生活者としての視

点，また，IT戦略本部ですとか内閣

府，総務省，経産省，文化庁など，

いろいろな省庁の審議会，委員会委員

として活動する中で感じていることを

お話ししたいと思います（写真４）．

これまでPCインターネット，あるい

は携帯電話を中心としたネットワーク

上でいろいろなことができるようになる

世界を見てきて，最近あらためて感じ

ていることがあります．

スライド（図３）の左側の赤い部

分，携帯，ゲーム機，テレビ，カーナ

ビといったパソコン以外の端末がイン

ターネットに接続され利用されること

が増えてきていますが，その上にでき

ている１つの世界観があると思います．

オープンネットワークにつながっていて

いろいろなことができるのですが，どち

らかというとクローズドな閉じられた

ネットワークで，個人が参画して一緒

につくっているというより，事業者が

ほぼ完成した情報・サービスを提供し

て，それをユーザが選んで利用する世

界観です．

ユーザは事業者の揃えたセットを購

入するわけですから，サービスに対し

て，受動的にならざるを得ません．そ

の代わりに選ぶときの選択肢が少ない

ので選びやすいですし，初心者にも使

いやすく，分かりやすいということもあ

ります．

この結果，ユーザはPCインターネッ

トの世界に比べて，受け身で無防備に

なる傾向があると思います．利用者が

身構えて注意しなくても，特に恐ろし

いことはないだろうと安心して，のん

びり遊ぶというような感覚があるので

はないかと思います．

それに対して，スライド（図３）の

右側の青い世界は，PCインターネッ

トの世界で，先ほど関口さんが話され

たように新しいことがどんどん起こる．

だからこそ面白いですし，わくわくす

る世界です．ユーザがネットワーク，

OS，ソフト，コンテンツ，サービスな

どを自分で主体的に選んで世界をつく

写真４　野原氏によるポジショントーク
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れるものです．非常に楽しいけれども，

そういうことに慣れていない初心者に

とっては分かりにくくて，ある程度リ

テラシーがないと使えないという世界

観です．

その結果，そこに出来上がった世界

というのは，ある程度リテラシーがあ

り，これをやりたいぞという能動的な

姿勢のあるユーザが大勢を占めている．

これまでは，青い世界が圧倒的に中心

となって，ICTを引っ張ってきている

と私は思うのですが，今後の方向性

としては，赤い世界，PC以外の多様

な機器がネット接続され，さまざまな

サービスが提供されることが増加し，

大きな影響を及ぼしてくるのではない

かと思います．

赤い世界は受動的なユーザが利用す

るため，サービスプラットフォームや

ネットワークに求められる機能がより

重要になるのではないかと私は考えて

います．

“多様なサービスモデルに対応する

NGNへ”

今後，NGN時代においては，ネッ

トワークやその上に構築されるサービ

スプラットフォームに必要な機能とい

うのは，青い世界と赤い世界では変

わってくるのではないかと思います．

サービスモデル，ビジネスモデルを

どうするか，誰をターゲットユーザにす

るのかといったことは，当然それぞれ

の事業者で考えればいいわけですが，

ユーザの感覚や態度，姿勢が違う結

果，サービスの完成度をどの程度にし

なければいけないかとか，サポート体制

やセキュリティ対策の講じ方・訴求方

法はどうしたらいいのか，ということが

違ってくるのではないかと思います．ぜ

ひ，この辺についてもNGNやその上で

の世界を考えられる際に，検討してい

ただきたいと思います．

さらに，ICTだけでは解決できない，

制度面の改革，複数組織の連携，利

害の異なる関係者との調整の推進が必

要という課題もあると思います．そう

いった幅広い視野からの取り組みや，

ユーザの態度の違い，サービス内容に

よる違いといったことを踏まえて，そ

れを支えるNGNをつくっていただきた

いと期待しています．

宇治氏ポジショントーク

“日本のインフラはトップレベル，

サービス利活用に関する議論が

重要”

宇治：最後のポジショントークとして，

私からは，今日のテーマ，「未来を拓

くICTダイナミズム」に沿って，お話

をしたいと思います．

まず，最近のICTがもたらすビジネ

ス潮流の変化についてですが，サービ

ス融合という流れが１つあると思いま

す．放送と通信，自動車とICTなど，

いろいろなサービスの融合が出てきて，

これはICTの進化と大いに関係するも

のと思います．

また，事業においてもICTの力によ

りさまざまなパラダイムシフトがもたら

されています．例えば，コンビニは従

来，お弁当を売るのがベースでしたが，

宅配便，ECの受け取り，公共料金の

支払いなどを含めた生活拠点として展

開されています．

通信の世界に戻ってみますと，日本

は韓国，北欧と並び，インフラ普及は

世界トップグループにいるわけです．

ただし，その利活用でみますと，例

えば，電子政府ランキングはトップ10

図３　ICTにおける２つの世界と変化の方向性（野原氏）
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圏外で，電子カルテの導入率もきわめ

て低いです．また，テレワークも2010年

の就労人口の２割規模というe-Japan

の目標がありますが，まだそこまで到

達していません．RFIDについては，認

知度はかなり進んでいますが，実際の

導入率はまだまだ遅れているのが現状

です．

すなわち，インフラは一番で，それ

自体，非常に重要なわけですが，その

上でのサービスの利活用について，よ

り積極的に議論をしていくべきではな

いかと思います．

そういった中で，今後のICTダイナ

ミズムを牽引するトレンドとして，ま

ず，「持つ」から「使う」という，クラ

ウドコンピューティングの流れがあると

思います．複数の企業，個人で，サー

バ，アプリケーションなどのコンピュー

タリソースを，自前で運用するのでは

なく，ネットワークを介して仮想的に

共有，利用する流れです．

システム運用コスト，セキュリティ

対策，あるいは，ビジネス連携の面で

特に，企業競争力の強化に効果を発

揮していくことが期待されるもので，

NTTグループも，この分野に力を入れ

ていきたいと思っています．

また，ICTの社会基盤化ということ

で，流通業，製造業，あるいは，農業

といった既存の産業がICTを活用する

ことにより需要が促進する流れもある

と考えます．ICTが１つの社会インフ

ラとなって企業，産業を越えて，その

基盤をつくっていくというものです．

もう１つ，サービスのパーソナライ

ズ化というのも重要な流れで，例とし

て，NTTドコモの行動支援サービス

「ｉコンシェル」や，IPTVでもユー

ザの嗜好に合わせたお薦め番組の配信

サービスなどがあります．このように，

ユーザの趣味や状況にあったサービス

を使い勝手の良いかたちで展開できる

ような時代に動いてくると思います．

“ネットワークとアプリケーションの

融合による新サービスの創造へ”

このような今後のICTのダイナミズ

ムの中で，ICT企業であるNTTは自身

のグローバル，地域での成長力強化を

考えるとともに，ICTを利用する側の

企業，産業が成長するために，どうい

うことをしていけば良いか考える必要

があります．

すなわち，私たちはベースとして，

NGN，あるいは，Super 3Ｇといった

ブロードバンド・ユビキタスネットワー

クを展開していくわけですが，ネット

ワークの展開だけでなく，その上に立

ついろいろなサービス，アプリケーショ

ン，コンテンツなどの展開を両輪の関

係として，双方議論しながら進めたい

と思います．このオープン＆コラボレー

ションというのを事業レベル，あるい

は，R&Dレベルでも推進すべきである

と考えています．

今回のR&Dフォーラムでも，SaaS，

デジタルサイネージ，あるいは，IPTV，

ホームICTといったコーナーを設けて，

ネットワークとアプリケーションの融合

による新しいサービス創造の例を紹介

しております．

また，NGNがより社会基盤として充

実されて，本当の意味でのブロードバ

ンド・ユビキタスというインフラが整っ

た時代のサービスとして，個人ベース

の便利，快適，安心・安全といった

意味でのソーシャルサービス，臨場感

あふれるサービスというのが望まれると

考えます．ほかにも，環境・防災，産

図４　NGN時代のサービス方向性（宇治氏）
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業・経済の成長，グローバル化への貢

献を柱としたさまざまな魅力的なサー

ビスを創造していきたいと考えていま

す（図４）．

そういったことの実現に向けては，

昨今の経済環境がたいへん苦しい時代

である今だかからこそ，積極的にICT

によるイノベーションをしていく必要が

あると思っています．また，技術だけ

でなく，利用者が使いたくなるような

仕組み，グローバルレベルでの競争，

産官学の強力な推進体制など，R&D，

あるいは，事業そのものもそういった

目線で議論をしていく必要があると考

えています．

ディスカッション

宇治：残りの時間を使ってディスカッ

ションを行っていきます．「ICTが世の

中にもたらした変化と課題」「成長力

強化につながるICT活用サービス」

「NTTの今後のICTサービスへの期待」

の３つの視点について，特に視点１

と２を中心にディスカッションを進め

ていきたいと思います．それでは，岩

田さんに口火を切っていただけますで

しょうか．

■視点１：ICTが世の中にもたらし

た変化と課題

“原点が問われる時代”

岩田：「我々は何のために努力をする

のか」という原点が問われる時代に

なってきていると感じています．「IT＝

バブル」という誤解を払拭しつつ，我

が国が今後何十年も豊かになっていく

ためには，さまざまな産業がイノベー

ションを起こして活力を持って変化し

ていく時代にすることが大事です．

そのためには，ICTを活用してネッ

トワーク化された社会がベースになる

ことを再認識し合い，それぞれが新し

い社会を全力でつくっていく必要があ

ると考えています．

宇治：岩田さんが仰ったようにこれか

らの社会を豊かにするパワーをICTは

持っていると思います．一方で，日本

はネットワークは世界で一番だが利活

用は遅れているという現状があります．

利活用の遅れにはICT自身およびそれ

以外の課題もあると思いますが皆さん

はどのようにお考えですか？

“安心安全なシームレス環境が重要”

関口：Webの成長とそれに必要な仕

組みの変遷に触れながら，ICTがもた

らしてきた変化と課題についてお話し

します．

Web1.0は，「ディスインターミネー

ション：中抜き現象」を加速した時代

で，ブロードバンドネットワークが必要

とされ，日本はこれにうまく対応し成

功を納めました．

続くWeb2.0は，人々が情報を共有

し，そこから，付加価値を創造する時

代となり，ネットワークインフラに加

えて社会システムや慣習，制度の変化

が必要とされましたが，日本では，医

療，教育，政治等の分野で従来の縦

割りの仕組みが温存されたため，この

変化への対応が遅れてしまっていると

分析しています．

今後のWeb3.0はプラットフォーム

が共通化し，さらに一体化していく時

代になると予測しています．中でも，

仮想世界と現実世界の一体化が進み，

例えば，ユーザの現実のロケーション

とサーバ上の仮想世界の情報を組み合

わせてユーザに最適な情報をナビゲー

トするサービスが出てくると考えていま

す．このWeb3.0に必要な仕組みとし

ては，ネットワークインフラや制度の

変化に加えて，安心安全でシームレス

に情報のリソースが活用できる環境づ

くりが重要になってきます．

“利害関係者の連携やユーザ視点の

検討が必要”

野原：ICTの利活用を促進するための

課題としては以下の２点があると考え

ています．

利活用が遅れていると指摘されてい

る，行政，医療，教育等の分野につ

いては，利害関係者間の壁を乗り越え

るなど，ICT以外の課題の解決が次の

フェーズに移行するために重要だと考

えています．

関係者が多岐にわたることが多くて，

目指すべき姿を関係者間で共通理解す

ることが難しいだけでなく，従来の仕

組みと新しい仕組みが併存する期間を

通過しなくてはならないため，その間

の負荷がとても大きくなります．だか

らこそ，それらの課題を乗り越えて進

めていくために，壁を乗り越えた先の

世界の具体的なイメージを関係者間で

共有しながら課題解決にあたる必要が

あると思います．

２つめは，ユーザ視点での利活用の

検討が必要だという点です．ユーザは

ICTを使いたいのではなく，その先に

あるサービスを使いたいのです．例え

ば，テニスの錦織選手は試合風景を

映像に記録し，後からチェックするこ

とによって自ら気付きを得ているそう

です．

このように，ICTの機能や技術的な

ことを言葉だけで語るのではなく，ど

んな利用ができるのか，どのようなサー

ビスができるのか，どのような生活の



特
集

NTT技術ジャーナル 2009.4 31

変化が生じるのかを考えていくことに

よって次のフェーズに移行できると思

います．

“強力なドライブと成功事例づくりが

必要”

宇治：医療カルテの電子化が日本で進

まない理由として，一部の医師の反対

による導入の遅れや，出身大学ごとの

カルテ方式の違いや，投資効果が分か

りにくい点などICT以外における課題

があると聞いています．課題解決の方

向性としては，１つには，5年以内に

全カルテを電子化することを方針とし

て掲げた米国のオバマ政権のような強

力なドライブが必要であり，もう１つ

には，高精細医療写真をブロードバン

ドネットワークを介して迅速に情報共

有するというような分かりやすい成功

事例をつくることが必要になると思い

ます．

■視点２：成長力強化につながる

ICT活用サービス

“導入メリットが明確なサービス”

関口：日本でICT化が遅れているサー

ビスセクタには，パブリックセクタ（行

政，政治，医療等），教育セクタ，メ

ディアの３つがあります．遅れの原因

には共通点があって，アナログ時代に

おいて，このセクタの人たちは情報収

集の点で優位な立場にあったために情

報革命に鈍感であったことが１つです．

もう１つは，書式や手続きなど自分た

ちの流儀に固執しすぎたためだと分析

しています．

これらの問題を解決しICT化を促進

するためには，意識改革とともに，安

心安全なNGNのような基盤が必要に

なると考えています．さらに，導入す

る側のメリットを見出すことが今後の

大きな課題であると考えています．

“社会最適を実現するサービス”

宇治：アスクルはICTをうまく活用し

成長を続けてきた実績があり，さらに

ソロエルも展開されていますが，ICT

の活用による企業成長や事業改革の成

功のポイントについて紹介していただ

けませんか．

岩田：アスクルでは，「お客さまのため

に進化する」という企業理念のもとで，

日ごろから「社会最適」を目指し，お

客さまに一番いいサービスを提供する

ために，ICTを手段として多様に活用

してきました．

現在の日本にあるさまざまな「社会

不適」に対して，合理的構造は何か

ということを考えることで，誰にでも

このようなイノベーションを起こす機会

があると考えています．

■視点３：NTTの今後のICTサービ

スへの期待

“R&Dのマーケティング力の強化”

野原：日ごろからICT技術の事業化に

関する調査やコサンルティングを行う

機会が多いので，この観点からNTTの

R&Dについて提言させていただきます

（図５）．

研究開発スキルと，事業化のための

マーケティング等のスキルとは大きく異

なります．しかし，これらを相互に融

合して研究開発の成果を事業化につな

げていくことが非常に困難ではあるが

重要なことだと思います．“サービス創

造グループを目指す”という企業方針

にのっとり，NGN時代の新しいサービ

スを提供するに当たっては，「研究開

発」スキルだけでなく「事業開発」，

「マーケティング」や「デザイン」の専

門スキルを持つ人材をバランスよく同

図５　NTT R&Dへの提言（野原氏）
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一チームに配置し，分業・協業体制を

構築して取り組んでいただきたいと思

います．

また，研究開発技術の活用機会を

広げるために，オープン化と，NTTグ

ループ以外とのアライアンスの強化に

も期待しています．

さらに，電気通信以外の領域での研

究開発を促進するには，NTTグループ

の強みを活かしつつ，幅広い事業領域

を視野に，潜在ニーズの変化や市場環

境の変化を把握していく必要があると

考えています．

宇治：ご指摘いただいた体制強化に関

連する取り組みとして，研究部門と事

業部門とをトータルコーディネートす

るプロデューサ制を展開しています．

これをさらに強化していきたいと思い

ます．

“NGN計画のスピーディな実行”

関口：NTTへの注文は１時間ぐらい

お話ししたいところですが（笑）ポイ

ントを絞ってお話しします．スライド

（図６）で，黄色い個所は日米がそれ

ぞれ主体的に戦略を打ち出してそれが

実際にワークした時期を示しています．

1980～90年代は，ISDNやVI&P

構想などで日本が世界に影響を与えて

いました．私はNTTがISDNを早く

家庭に普及させていたならば，マルチ

メディアサービスがもっと早く普及し，

日本が世界をリードできたと考えてい

ます．普及が遅れた原因は，当時，

NTTが市場を独占しており，従来の

計画経済の進め方にのっとり，スピー

ディなインプリメンテーションを進めな

かったためだと考えています．

もう１つは，1980～90年代に政治，

行政が入り込んできて，NTTの経営改

革論議に明け暮れ，技術開発よりも経

営形態に関心が偏ってしまったためだ

と考えています．この間に，米国では

インターネットの技術革新を進めて今

日のポジションを確立しました．

2001年以降は，韓国が1990年代末

にブロードバンドで成功を納めたのに

日本は影響を受けて「e-Japan戦略」

を進めた結果，ブロードバンドインフ

ラでは世界最先端というポジションを

確立しました．一方で，米国は「9.11

テロ」以降はIT政策が休眠していまし

たが，最近は危機感を抱いて見直しを

始めています．

このような歴史を踏まえて，今，日

本やNTTがやるべきことは，NGN計

画を早く，確実に実行することだと思

います．ISDNの時代もそうでしたが，

FTTH戦略を取りながらADSLが出て

くると，それにも投資をするといった

中途半端な取り組みではなく，スピー

ディに時間軸をしっかりと持ってNGN

計画を推進してほしいと強く思ってい

ます．

宇治：ご期待に沿えるようNGNはス

ピード感を持って確実に推進していき

ます．

“NTTの責任は重大”

岩田：ポジショントークで「NTTのイ

ンフラとナレッジは日本の宝」と申し

上げたのは，いかにNTTの責任が重い

かということを伝えたかったからです

（図７）．

１つめには，20年，30年先の社会

を見据えて研究開発していることはす

ごいことですが，何を研究開発してい

て，それが将来の社会に何をもたらす

のかといったことを，国民や特に若い

人に分かりやすく情報発信していくべ
図６　日米のICT戦略比較（関口氏）
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きです．そうすることによって期待や

夢が集まってくると思います．

２つめには，NTTは世界でもっとも

イノベーティブ，チャレンジャブルな企

業であるべきだということです．若い

人がGoogleよりもNTTの研究所のほ

うがいいと思うくらいのイノベーション

を出していってほしいです．その際に

は，経済同友会が出した「アキバ特

区」構想のように，技術と文化，ある

いは，技術と社会がどのようにつなが

るかといった研究も含めて取り組むこ

とによって，社会に対する責任も果た

していってほしいと考えています．

関連して，NGNについては，「技術

はNTTが提供するので，後は皆さんが

考えてください」というのではなく，

NGNは社会に何をもたらすのか，人々

にどういう幸せをもたらすのかという，

社会変革，夢，可能性をビジョンとし

て示し，みんながコラボレーションの土

俵に乗ってくるようにし，日本を引っ

張る存在であってほしいと切に願って

います．

宇治：R&Dを含むNTTグループのい

ろいろな事業のアクティビティの情報

発信については昨年来推進してきてい

ます．

今回のNTT R&Dフォーラムやパネ

ルディスカッションもその一環と位置

付けています．このような取り組みを

通して，NTTへの意見をいただくこと，

あるいはNTTへの理解を深めていただ

くことが重要だと感じています．

ま と め

宇治：現在は百年に一度という深刻な

経済危機の中にいます．昨日の当社社

長，三浦からの講演でも触れましたが，

このような厳しい状況であるからこそ，

社会や産業を変革するイノベーション

を産み展開していく必要があり，私ど

もはその一端を担っていきたいと考え

ております．そのためにも皆様とのコ

ラボレーションをぜひお願いいたしま

す（図８）．

本日は，お忙しいところ，ご参加い

ただき，貴重なご意見をいただいた３

名のパネリストの方に深く感謝します．

図７　NTTへの期待（岩田氏） 図８　経済危機とイノベーション（宇治氏）
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